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1. 研究の背景と目的 

高齢化や過疎化の進む小規模の地方の町村が、

地域資源を活用した新たな取り組みを行うこ

とで、衰退することなく交流人口を増加させ

る地域づくり型観光が各地で実践されている。 
地方の小規模の地域圏では、モノつくり系の

新たな産業誘致を行うことで地域の発展を目

指すより、従来の産業や地域資源を活かしつ

つ地域を発展させることができる観光産業に、

新たな活路を見いだすほうが効率的である。 
 本研究では、小規模の地方地域圏において、

持続を条件とした観光政策アプローチに応じ、

市民活動がどのように形成され発展していく

のかを明らかにする。 

持続可能な地域圏の構築のためには、従来の

ような地域発生型の問題解決的なボトムアッ

プアプローチだけではなく、地方分権型社会

への移行に伴って将来的に増えてくるであろ

う、政策的に主導した新たなタイプの市民活

動の形成・発展プロセスを把握する必要があ

る。本研究では、イベントを導入して市民活

動をほぼ同時期に発生させ、地域資源や地域

ごとの特性をふまえつつ、その活動を持続的

に展開していく、画期的な事例を対象とする。

市民活動の発生とその展開過程について整理

し、持続可能性の要件を明らかにする。 

 

2. 研究対象事例 

研究対象事例は、2004 年 4 月から 10 月ま

で、愛媛県の南予地域で実施された、「え

ひめ町並博 2004」（以下町並博と略）であ

る。町並博は、ほぼ同時期に一定の地域圏

に、観光まちづくりを行う市民の活動グル

ープ「自主企画グループ」を多数創出させ、

１グループにつき上限 100 万円の補助金

を与えて市民主体の事業を支援した画期

的な事例である。本事例の分析によって、

各グループの特性や地域事情などをふま

えた観光まちづくり活動の展開パターン

をみることができる。 
図 1：町並博のイベント構造 

市民 による企画、実行。全部で 82実施。

コアイベントコアイベント

地域企画

イベント

地域企画

イベント

自主企画イベント自主企画イベント

市町村 が企画、実行。 全部で98実施。

地域の祭りを発展させたものなど。

県が企画 、実行 。全部で 32実施。

メイン地区である大洲・宇和・内子にて実施。

↓主な分析対象

運営に携わったメンバーは 1300人あまり

 
図 2：愛媛県南予地域 
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表 1：全自主企画グループ 

1 "大漁旗はためく八幡浜商店街" やわたはま八日市委員会
2 こんな学校 見たことない! 木霊(こだま)の学校 こだまの学校日土会
3 港町酒蔵めぐり 酒蔵めぐらせ隊
4 港町八幡濱"町並みウォッチング" ボランティアガイド八幡濱みてみん会
5 「もち麦」開発普及プロジェクト 昔懐かしい「もち麦」開発普及プロジェク
6 NEW WAVE食品開発プロジェクト NEW WAVE食品開発プロジェクトチーム
7 赤煉瓦探訪とれんがパンの旅 おおず赤煉瓦倶楽部
8 インフォメーション・ライブラリー・プロジェク 蔵里ネットＴＭＯ
9 うつしやさんプロジェクト(マイ・アルバム企画) うつしやさん
10 愛媛YOSAKOI祭り 愛媛YOSAKOI祭り実行委員会
11 縁の町並み案内プロジェクト～肱北発幸福行き～ 肱北町並み線
12 大洲城下で川遊び～ホリデー・イン・カヌー～ 大洲市カヌー同好会
13 大洲の土で陶芸体験プロジェクト 大洲陶芸会
14 お成り再生プログラム お成り再整備実行委員会
15 郷土料理おもてなしプロジェクト(「旬」) 旬を愛する会
16 城下町和菓子探訪記 大洲和菓子浪漫の会
17 世界に届け大洲のメッセージ 大洲アマチュア無線サークル
18 ハイパー・ポコペン 大洲まぼろし探偵団本舗
19 フィルムサロン開設プロジェクト フィルムサロン・オーナーズ倶楽部
20 町並博記念　自主制作ドラマプロジェクト ドラマ・コミッション・なんよ
21 レンタでサイクル ちゃりんこ大好き
22 長浜町 長浜まちなみ水族館活性化プログラム 長浜まちなみ水族館
23 "天狗の足跡"～作って食べよう大谷米～ 天狗の足跡グループ
24 大谷文楽後継者育成プロジェクト 大谷文楽保存会
25 肱川町 炭づくし商品開発プロジェクト さくらんぼ
26 肱川町 炭づくし体験の会プロジェクト 肱川町炭づくし体験の会プロジェクトグ
27 河辺村 御幸の橋で逢いましょう 屋根付き御幸の橋を愛する会
28 ほないの町並みガイド 保内町観光ボランティアガイドの会
29 喫茶（よんなはいや）ハイカラ亭 保内女性塾
30 伊方町 無人島わくわく体験＆漁師の昼市 伊方町海づくし体験開発グループ
31 せと金太郎研究所 「瀬戸うまいもん倶楽部」
32 瀬戸ぐるめ「生ちりめん」 瀬戸パッチ網協議会
33 岬女(はなびと)の手づくり市 生活研究はるみグループ
34 三崎天然食人認定物語 三崎おらんとこん天然食人認定会
35 佐田岬裂織り「コットンの部屋」 佐田岬裂織り保存会
36 鬼ヶ城山系　自然・歴史探訪 鬼ヶ城山系の自然と歴史を探訪する会
37 食べさいや宇和島 宇和島市食文化振興会
38 牛鬼走る 宇和島疾走牛鬼保存会
39 未来の観光サポーター 宇和島観光サポーター・ジュニアクラブ

40 ビデオで撮ろう宇和島の町並み
宇和島市生活文化若者塾「拓巳塾」とゆか
いな仲間たち

41 うわじま写真界隈 宇和島商店街シャッター・デザイナーズ
42 土と遊ぼう～平成宇和島焼～ 桝形町町並博イベントグループ
43 ～イネも歩いた中町～昔の着物体験 タイムトリップグループ
44 女医の道　おイネさんウォークⅡ おイネさんウォーク実行委員会
45 「田んＢＯＸ」プロジェクト2004 「田んＢＯＸ」プロジェクト実行委員会
46 蔵楽-KURA WO TANOSHIMU- -KURA DE TANOSHIMU- 蔵はつ
47 中町人力車倶楽部 中町人力車倶楽部
48 甦れ！明治の婚礼 ぼうやの会
49 宇和わらぐろミュージアム 宇和わらぐろの会
50 2004雑巾がけグランプリZ-1 IN　うわ 宇和町商工会青年部
51 Get's 灼熱のバスアングラーズ　IN 朝霧湖 Team B-B-A
52 町並レンタサイクル Team R-S
53 平成まんじゅう合戦 平成まんじゅう合戦実行委員会
54 手仕事のお店　うさぎの　ｃｏ-ｂａ-ｃｏ うさぎの　ｃｏ-ｂａ-ｃｏ
55 みかめ物語（お土産品開発） かめさん
56 みかめびんびん市 みかめびんびん市実行委員会
57 「石灰の里あけはま」プログラム あけはま灰屋いも組
58 あけはま海洋療法プログラム あけはま海洋療法グループ
59 西予市野村 野村の野菜菓子 商工会女性部のむら愛彩菓グループ
60 西予市城川 竜沢寺　癒し体験ツアー 竜沢寺　禅と精進料理グループ
61 吉田町 イダヤとワンラのオツガ体験 吉田きなはいやグループ
62 三間町 毛利家物語（三間・むら文化の里） 毛利家を守る会
63 渓谷陶芸展イン成川 南予やきもの集団
64 広見川のほとりで… 広見川プロジェクト
65 滑床ファミリーアドベンチャー 松野町まちづくり青年会議
66 ぽっぽ温泉・松丸街道夕暮れ散歩道 ぽっぽ温泉・松丸街道夕暮れ散歩道
67 日吉村 日向谷「穀彩村」であいまつり 日向谷「穀彩村」
68 津島町 西村酒造場 酒蔵再発見　実行委員会

69 愛南町内海
「由良のヒオウギ貝」ストラップ作り体験、ヒオ
ウギのかき揚げ丼・とさかのり開発プログラム
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4. 研究方法 

研究方法は、アンケート調査と聞き取り調査

により行う。 
①アンケート調査 
実施日時：2004 年 12 月 
調査対象：全ての自主企画グループ 
（83 グループ） 
②聞き取り調査 
実施日時：2005 年 9 月 
調査対象：愛媛県＋メイン３地区の市町村の

町並博担当者＋メイン３地区の任意の自主企

画グループ（15 グループ） 
図：聞き取り調査実施のイメージ図 

・グループ属性・活動概要

・グループ形成・発展プロセス

・イベント実施の動機

・イベントの目的

・市民グループについて

県

市町村

自主企画グループ

愛媛県

大洲市・西予市宇和・内子町

大洲5グループ・宇和 7グループ・内子 5グループ

・他団体との連携

・資金の利用法

・経済効果

・ＰＲ方法

・活動の影響

 

5.活動の創出過程 

町並博における市民活動の創出は、町並博

の自主企画グループは、４段階を経て形成

される。 
 
① 座談会 
② プログラムコーディネート 
③ 認定委員会 
④ 専門家によるフォロー 
 
①座談会は各市町村が主催し、町並博に興

味・関心のある市民が任意で参加する。②

専門家によるプログラムコーディネート

によってイベントの事業計画を個別に何

度も討議を繰り返しながら練り上げた後、

③県の認定委員会の許可が下りて初めて、

補助金が下りる仕組みになっている。そし

て④専門家によるフォローを各グループ

の都合によって取り入れながら、活動を実

行していく。よって、活動の発生および育

成プロセスには、グループごとに差がない

ものと考えられる。 
図：住民参加フロー 

座談会 プログラムコーディネート 認定委員会 専門家によるフォロー

地域の活性化や文化の継承等、地域づ
くりの活動をしている個人・グループが
集合

活動のテーマや方向性が見えてきた段
階で、グループごとに専門家がアドバイ
ス

プログラムシートを市町村の実行委員
会を通じて認定委員会に提出し、審査を
行う

面談や通信添削でサービス向上のため
のフォローを専門家が行う

町並博の趣旨を市町村職員等から聞
き、意見交換

実施時期や回数、受け入れ規模や体
制、価格などを決定

テーマや活動性の方向ごとにグループ
形成

プログラムシート（事業計画）作成

☆参加の原則 ☆アドバイス ☆認定の視点 ☆フォロー
・自由意志で参加 ・地域の風土を活かしたもの ・コア／地域企画イベントとの連動性 ・収益性、円滑な運営

・個人の資格・立場で発言 ・持続的に実施できるもの ・地域資源が活用されているか ・専門家を呼んでの勉強会等

・参加者自身が主体となれる活動案 ・観光商品として魅力的なもの ・町並みの保存、景観の創出に貢献するか ・趣味の会からの脱却
・とことんつきつめたもの ・新サービスや経済活動につながるか ・リスク確認

・周遊ルートの魅力をアピールできるか  
 
6. 自主企画グループの概要 

図：グループ構成人数比 
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 表および図：イベント別グループ活動内容 

①遊ぶ ■ 19 レジャーや体験型のイベントを実施するプログラム

②食べる ■ 19 食に関するプログラム

③アート ■ 22 手工芸や写真など、アートに関するプログラム

④ガイド ■ 6 ガイドツアーなど、ガイドを行うプログラム

⑤市 ■ 6 地域の市場など、販売が中心のプログラム

⑥乗り物 ■ 4 バスやレンタサイクルなど、交通中心のプログラム

⑦メディア ■ 3 映画やCM撮影などメディアに関するプログラム

⑧ 祭・伝
統芸能

■ 4 祭や伝統芸能に関するプログラム  
 

 
 

表および図：活用した地域資源別グループ活動内容 

① 建物 ● 12 文化財など、価値のある建築物を活用したプログラム

② 風景 ● 19 おもに町並みの景観を活用したプログラム

③ モノ ● 24 食べ物など、地域の産物を活用したプログラム

④人 ● 5 人が資源としかいいようがないガイド等のプログラム

⑤暮らし ● 13 町の暮らしや農村の暮らしなどを活用したプログラム

⑥自然 ● 10 自然や自然景観を活用したプログラム  

 

7.グループの持続可能性 

町並博のイベント期間終了後、活動を継続

するグループと、継続に難色を示すグルー

プとに分かれた。補助金を出す以上、各グ

ループは継続を条件とされていたが、継続

は 8 割程度になった。持続可能性がないグ

ループについて、聞き取りの内容をもとに、

グループの形態別に分類を行った。 
表：グループ形態別分類 

新規グループで新規活
動

23(認定24)

既存サークルで新規活
動

9

既存サークルで既存活
動

26

既存組織で新規活動 21

既存組織で既存活動 3  
「サークル」とは、利益を重視しない趣味

的活動を行っていたグループを指す。一方

「組織」は、商工会などに代表される職業

的なつながりがあるか、または組織として

活動が確立されているグループを指す。 
図：活動が疑問視されるグループ（形態別） 
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図：活動が疑問視されるグループ（グループ別割合） 
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図：活動形態と持続可能性 

 
活動が疑問視されるグループは、新規にグル

ープを形成し、新規の活動を行ったグループ

が半数以上であるという結果になった。この

結果をふまえると、活動の継続は、コミュニ

ティの存在、すなわち既存活動の蓄積に依存

していることがわかる。 
 
8. 県・市町村・市民の連携 

本事例では、まちづくり活動が県・市町村・

市民グループの３層に関連している。このよ

うに多様なステークホルダーが参加するケー

スにおいては、それぞれの立場によって目的

の違いなどがみられる。町並博では、県は観

光ブランドの創出に意欲的であったが、市町

村間ではまちづくり活動に取り組む姿勢の違

いがあった。また市民レベルでも地域住民と、

まちづくり活動を行う市民との間に意識の違

いがみられ、合意形成が難しい状況にあった。 

1０ ０ を 目 標 に 多 数 の 観 光 資 源 を 造 成 ・配 置 ：大 洲 ま ち の 駅 「あ さ も や 」等 を 拠 点 に 「旅 コ レ カ ー ド 」で 旅 行 商 品 の P R
大 洲 市 宇 和 町 内 子 町

県 と 積 極 的 に 提 携 ど ち ら と も つ か ず 独 立 独 歩

愛 媛 Y O S A K O I祭 り ：イ ベ ン ト と し て 毎 年 一
回 の 開 催 が 根 付 く

明 治 の 婚 礼 ・タ イ ム ト リ ッ プ グ ル ー プ ・中
町 人 力 車 倶 楽 部 ：連 動 し た 取 り 組 み 。
出 張 婚 礼 等 も 検 討 中 。 面 で 問 題 あ り 。

レ ト ロ バ ス ：バ ス の 登 録 規 制 な ど 、 さ ま ざ
ま な 課 題 を 解 決 す べ く N P O 法 人 化 を 図
る

赤 煉 瓦 探 訪 と れ ん が パ ン の 旅 ：地 域 資 源
で あ る 煉 瓦 や 建 物 等 の 資 源 を 活 用 し た ミ
ニ ツ ア ー プ ロ グ ラ ム が 好 評

雑 巾 が け グ ラ ン プ リ ・バ ス ア ン グ ラ ー
ズ ：資 金 面 等 の 再 考 を 要 す る

旅 里 庵 な ど そ の 他 商 工 会 青 年 部 グ ル ー
プ ：資 金 面 で の 援 助 を 得 る た め に ま ち づ
く り 交 付 金 へ の ア ク セ ス を 考 え て い る

ホ リ デ ー ・イ ン ・カ ヌ ー ：価 格 設 定 や 人 員
等 の 調 整 は 必 要 で あ る が 、 完 全 予 約 制
で 続 け て い く 予 定

ハ イ パ ー ・ポ コ ペ ン ：ポ コ ペ ン 横 町 を 通 常
通 り （ほ ぼ 毎 週 日 曜 ）実 施 し て い く 。

蔵 は つ ：商 店 会 の 勉 強 会 を 開 催 。 商 店
会 の 人 々 の 間 に 根 付 い て い る 。

フ レ ッ シ ュ パ ー ク か ら り ：か ら り の 経 営 を
継 続 。

世 界 に 届 け 大 洲 の メ ッ セ ー ジ ：P R に と ど
め る

お イ ネ さ ん ウ ォ ー ク ：そ も そ も の 活 動 形
式 で 行 う 。 イ ベ ン ト 連 動 に は し な い 。

は り き り リ ヤ カ ー 隊 ：人 件 費 等 の 面 で 持
続 で き ず 、 商 工 会 青 年 部 グ ル ー プ の 活

自 主 制 作 ド ラ マ プ ロ ジ ェ ク ト ：予 算 や 時
間 、 人 員 面 で 課 題 が 大 き い 。 続 け る 気 持
ち は あ る 。 旅 行 商 品 と は 別 か 。

田 ん B O X  ：３ 年 後 を 目 指 し て 独 立 し た プ
ロ グ ラ ム を 考 え て い る 。

地 域 密 着 型 観 光 ビ ジ ネ ス の 創 出

活 動 を 維 持 発 展 型

別 活 動 を 維 持 発 展 型

活 動 縮 小 ・ マ イ ペ ー ス 型

石 畳 む ら 並 み 博 物 館 ：春 ・秋 の ２ 回 、 む
ら 並 み イ ベ ン ト を 実 施

県

市 町 村

観 光 ブ ラ ン ド の 確 立

市 民

町 並 博 の 自 主 企 画 グ ル ー プ に 参 加 せ ず 、 興 味 も 持 っ て い な い 地 域 住 民

大 洲 市 の T M O ㈱ お お ず 街 な か 再 生 館 が
「旅 南 予 コ ラ ボ ・コ ン ソ ー シ ア ム 」の 事 業
主 体 の ひ と つ と な っ て い る

合 併 に よ り 西 予 市 と な る 。 三 瓶 町 ・明 浜
町 ・宇 和 町 ・野 村 町 ・城 川 町 と 特 徴 が 異
な る ５ 町 が 合 併 し 、 西 予 市 と し て の 観 光
戦 略 を 新 た に 練 り 直 す 必 要 性 が 出 て き
た 。

内 子 町 独 自 の ま ち づ く り 路 線 を 進 め る 。

「旅 南 予 コ ラ ボ ・コ ン ソ ー シ ア ム 」結 成 ：旅 行 代 理 店 等 と 連 携 し た コ ン ソ ー シ ア ム 。 大 洲 ・伊 方 を 中 心 に 事 業 展 開 を 予 定 。

興 味 関 心 が な い 型  

9. 持続可能な観光まちづくりの 
観光は交流人口の拡大に効果的であり、ま

た労働需要の創出などの効果が得られる

ため、地域経済に貢献できる可能性が大き

い産業であるが、一方で、季節の変動やブ

ームなどに左右されやすい、不安定な産業

でもある。小規模地方地域圏の基幹産業が

観光にシフトすると、その不安定さの影響

を直に受けることになる。たとえ観光ビジ

ネスの創出に成功したとしても、地域規模

が小さいため、宿泊や交通関連施設等の設

備や資源が間に合わない場合もある。持続

可能な観光とはおそらく、環境や地域資源

に関する理解がある、レベルの高い観光客

が、リピーターとして何度も訪れる構造を

つくっていくことである。優れた観光ブラ

ンドが認知され、全国規模でアピールでき

るような価値の高い地域を形成すること

は有意義ではあるが、それは観光が基幹産

業である地域の場合にしかあてはまらな

い。観光へのシフトを行うよりは、地域の

文化・歴史などの地域資源をうまく観光に

取り入れながら、農業をなどの地域の基幹

産業をしっかりと持続させ、そこに観光を

寄り添わせることである。兼業農家ならぬ、

兼業観光が望ましい。牽引力のある近隣都

市圏をターゲットに、レベルの高い観光客

を徐々に誘導し、地域を観光に慣らしてい

くことが求められる。観光を、いわば地産

地消にすることによって、地域の規模に合

わせた発展が達成される可能性があり、し

たがって持続可能であるといえよう。 
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